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１．研究計画の概要 

本研究では，変質する 21 世紀を担いうる

市民の育成をめざす教育のあり方を，シティ

ズンシップ教育の視点から探るために，大き

く次の２つを行う。 

(1) 連合王国（以下，英国と略す）の市民性

教育（シティズンシップ教育）の現状，とり

わけカリキュラム開発の現状について調査

し，その特質を明らかにする。 

(2) (1)の批判的な摂取を通して，我が国に

おける市民性教育活性化のための小・中学校，

高等学校を一貫するカリキュラムモデルを

作成する。 

上記の目的を達成するために，具体的に次

の手順で研究を進める。 

① 学術文献や既存教材の分析を中心として，

カリキュラム開発のための概念フレーム

ワークを作成する。 

② 英国におけるシティズンシップ教育（以

下，「CE」と略す場合がある）の現状，特

にカリキュラム開発とその評価の現状に

ついて，学校現場や政府関係教育機関のみ

ならず，ボランティア教育，グローバル教

育等に関する民間団体/NGO をも含めて幅

広く調査・検討し，その特徴を明らかにす

る。  

③ 研究代表者ならびに連携研究者がこれま

で検討を進めてきた新しい CE の内容（環

境，公共性，国際理解，メディア，キャリ

ア）をさらに発展させ，内容を体系化する

とともに，小・中・高等学校教員の協力を

得て試行する。 

④ 我が国との比較を視点とした②の批判的

な摂取を通して，①の概念フレームワーク

や，③のCEの内容を再検討するとともに，

CE の体系化を行い，小中高一貫シティズン

シップ教育カリキュラムモデルを作成す

る。 

 
２．研究の進捗状況 

これまでの 3年間の研究を通して，次のこ

とを行った。 

(1) CEの特徴をわかりやすく示す４つの軸を

設定し，それらの軸に基づいて，概念フレー



ムワークを「シティズンシップの性格」と「シ

ティズンシップ教育の構造」の２つの側面か

ら構成した。 

(2) 英国の現地調査を通して次のことを行

った。 

① 英国教育水準局，ヨーク市教育当局を訪

問し，CE の全国的な展開状況や担当教員の

養成状況について聞き取り調査を行った。 

② ミドルセックス大学，バーミンガム大学，

ヨーク大学等を訪問し，CEの内容やカリキ

ュラムの構成，および評価手法について調

査した。 

③ ３つの小学校と６つの中等学校における

CE の教授・学習の現状，ならびにオックス

ファム（Oxfam）やコミュニティ・サービ

ス・ボランティアーズ（CSV）といった英

国を代表する CE の NGO によるカリキュラ

ム開発と実践の現状を視察した。 

④ ヨーク大学でのシティズンシップ教育セ

ミナーにおいて，日本の CE の現状につい

て発表・報告するとともに，日英の CE の

進め方の違いについて，英国現地調査を踏

まえて英国の研究者と協議した。 

(3) CEの内容の体系化に関して以下のことを

行った， 

① (1)の概念フレームワークに基づいてど

のようなカリキュラムが描けるかを，環境，

メディア，公共性，キャリア，国際理解の

５つの領域から具体的に検討し，その成果

の一部を究」「社会科教育研究」等の学会

誌等に発表した． 

② 日英の５つの学校（英国 2校，日本 3校）

で，同一のシティズンシップ教材を扱った

実験授業を実施し，生徒・教師（指導者）・

研究者の３つのレベルで，教材の有効性と

教授・学習のプロセスを，英国側研究者を

交えて比較・検討した。 

③ 英国から CE の研究者を招き，日本側研究

者を交えて東京と京都でセミナー・シンポ

ジウムを開催し，CE カリキュラム開発の課

題について検討した。 

 
３．現在までの達成度 
 
自己評価の区分 
②「おおむね順調に進展している」 
 
その理由 
「１．研究計画の概要」に記した４つの具体
的な手順（①～④）と，「２．研究の進捗状
況」を比較するに，「１」の①はほぼ達成し，
②③はおおむね達成し，④はすでにその端緒
についていると判断される。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
 本研究の遂行において特に問題は見あた
らないので，研究計画は変更せず，当初の予
定通り研究を進める。 
 
５. 代表的な研究成果 
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